
 

《平成２０年度小樽市功労者について》 

 

 

 

１．平成２０年度小樽市功労者(３名) 

 

 

◎教育文化功労  白江正夫（しらえ まさお）さん  （８１歳・入船４丁目） 

 

◎教育文化功労   大道恒雄（だいどう つねお）さん （７８歳・緑３丁目） 

 

◎社会民生功労  北川永一（きたがわ えいいち）さん（８３歳・稲穂１丁目） 

 

 

２．主な経歴・表彰歴・功績概要 

別紙のとおり 

 

 

３．表彰式 

日 時 : 平成２０年１２月５日（金）午前１０時～  

会 場 : ヒルトン小樽５階「銀河」 (小樽市築港１１番３号 Tel0134-21-3111) 

 

 

４．問い合せ 

 小樽市 総務部 秘書課 0134-32-4111 内線 211 担当：笹原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成２０年度 小樽市功労者（教育文化功労） 

 

１．氏  名 大
だい

 道
どう

 恒
つね

 雄
お

 さん （７８歳・緑３丁目）  

 

２．主な経歴 

昭和２６年～平成 ２ 年  中学校教諭 

昭和５３年 ３月     小樽少年少女合唱団結成 

昭和５８年～ 現 在   小樽少年少女合唱団団長 

ほか、セピア女性コーラス・カトレアコーラスなど多数の合唱団の結成と指導に係わる。 

 平成 ５年 ７月     小樽少年少女合唱団を率いて、ダニーデン市で親善音楽交

流会に参加 

 平成１２年～ 現 在   小樽市老壮大学特別講座音楽教師 

 平成１３年 ８月     小樽市少年少女使節団としてナホトカ市を訪問 

 現在も、小樽市内の五つの合唱団を指導するなど、音楽普及活動を継続中      

 

３．表彰歴 

 平成 ２年  後志管内教育実践表彰（後志教育長） 

 平成１２年  社会ボランティア賞(ソロプチミスト日本財団) 

 平成１３年  小樽文化貢献賞（小樽市文化団体協議会） 

平成２０年  秋の叙勲（教育功労） 

 

４．功績概要 

中学校の教員として長年音楽教育に力を注ぎ、小樽少年少女合唱団をはじめとする多

くの合唱団の結成や指導に尽力された。 

また、合唱団活動による姉妹都市との友好親善事業を推進するほか、老壮大学講師と

しても活躍され、音楽指導を通して本市の教育文化の発展に大きく貢献されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成２０年度 小樽市功労者（教育文化功労） 

 

１．氏  名 白
しら

 江
え

 正
まさ

 夫
お

 さん （８１歳・入船４丁目） 

 

２．主な経歴 

昭和２３年～昭和５８年  中学校教諭 

昭和３２年～平成１６年  小樽市展委員 

昭和５８年～平成 ７年  小樽市成人学校講師（水彩画） 

昭和６２年～平成 ８年  日本水彩画会北海道支部長 

昭和６２年～平成 ３年  小樽市都市景観形成委員会委員 

平成 ４年～平成１８年  小樽市景観審議会委員 

 

３．表彰歴 

 昭和２２年  第２２回 道展 初入選 

 昭和４３年  第５６回 日本水彩展 日本水彩画会賞 

 平成 ５年  第８１回 日本水彩展 内閣総理大臣賞 

  

 

４．功績概要 

  市展委員や小樽市成人学校講師を努められるなど、主に水彩画の指導を通じて、美術

の振興に尽力されました。 

  また、小樽市都市景観形成委員を４年、小樽市景観審議会委員を１４年間にわたって

努められるなど、美術を取り入れたまちづくりや本市の芸術文化の発展に大きく貢献さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

平成２０年度 小樽市功労者（社会民生功労） 

 

１．受 賞 者 北
きた

 川
がわ

 永
えい

 一
いち

 さん （８３歳・稲穂１丁目） 

 

２．主な経歴  

 昭和２９年１１月 市立旭川病院眼科医長（昭和３１年６月迄） 

 昭和３１年 ９月 北川眼科医院開院 

 昭和５６年１０月 小樽市総合福祉センター点字図書館に「北川文庫」開設。 

          以来、点字図書館並びに北川文庫の整備・充実に尽力される。 

 

３．表彰歴 

 平成 ６年    北海道社会貢献賞受賞 

 平成 ８年    日本盲人社会福祉施設協議会 援護功労者表彰 

 

 

４．功績概要 

  医師として、長年眼科医療の充実や発展に力を注ぎながら、視覚障害者の福祉向上に

も尽力されました。 

  昭和５６年には、小樽市点字図書館(総合福祉センター内)に、点字図書をそろえた「北

川文庫」を開設。以後多額の私財を投じて点字図書館の充実を図るなど、本市の社会福

祉の向上に貢献されました。 

 


